
平成 29年中 小野市内における交通事故（249件）の発生原因と発生時間帯 
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時間帯別件数（単位：件）

追突と出会い頭が事故

原因の約７割を占める。 

・「前方の安全確認」 

・「車間距離の十分な確保」 

を徹底することで防げる可能

性が高い。 

７～８時台、１７時台（通勤・通学時間帯）に

ピークがある。 

この時間帯は、特に慎重な通行が必要である。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


